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城下町再生計画城下町再生計画

～合戦のまち　大和郡山～～合戦のまち　大和郡山～

■対象地概要 ■まちの特色

　奈良県大和郡山市は、奈良県北部に位置する、人口

86,000 人を抱える町である。安土桃山時代に郡山城主と

なった豊臣秀長が造った旧城下町で、主産業である金魚

の養殖のほか、奈良・大阪のベッドタウンとして知られる。

　本提案の対象地、箱本十三町は市の中心エリアである。

かつては様々な商品の取引が行われる商人の町であった。

現在は市役所等の主要施設、商店街、住宅地が集積した

コンパクトな地区である。市が建築物の保全・修復に積

極的なため、現在でも歴史的な町家が残されている。

市の保全策や街路整

備の見直しにより、

まちには伝統的な町

家の風景が残っている。

近年では町家の空間を使ったイベントが開催され、多く

の人に町家がまちの大切な財産であることが認知されて

いる。そこで、町家を使いたいと考えている人のアイデ

アを使うという方針とする。

地図の通り、空き家が

目立つようになって

きた。これは後継者

がいなくなったこと、

そしてオーナーが貸し渋っていることに起因する。こ

のような空き家はやがて駐車場等に置き換わり、以前

のようなまち並みと活気は失われてしまった。

そこで、オーナーにもメリットの大きい使い方の提案

による空き家の解消を目指す。

町家 空き家の増加

伝統産業 商店街の衰退

「紺屋町」「塩町」の

ような地名が残り、

現在でも藍染め等の

産業が引き継がれている。

しかし、この伝統産業も時代の流れで衰退傾向にある。

そこで、時代のニーズに合わせたアイデアを取り入れる

ことで、産業を洗練させながら引き継ぐことを目指す。

柳町商店街では 1970

年代初期には 100 軒以

上の店があったが、

2015 年時点では 41 軒

と半分未満に減っている。要因としては郊外型大型商

業施設の出店や高齢化による店じまい等が挙げられる。

そこで、イベントや魅力ある店舗の誘致により、商店

街に来るきっかけを作り、売上の増加、にぎわいの創

出を目指す。

■各主体のメリット

■システム

■まちの課題

■コンセプト
～大和郡山の変～

■賑わい波及のプロセス

■コンペ開催の流れ

場所提供交渉 応募

審査

主催

技術提供

県市行政、観光協会、
くらす *などのNPO
・情報発信
・事業費調達

空き家オーナー 各分野の有志
・デザイン、ビジネス
   プランなどを提案

住民
・消費することにより
   投票権を手に入れる

地域全体の収益を
コンペの事業費に還元

優勝賞金として空き家
の改修費用を負担

地元産業・職人など

コンペ
・デザインアイデア

・地域関連のビジネス
　プランなど

消費

誘致

波及

補助

貸与

家賃

コラボ

一部収益

県市行政、観光協会、
くらす *などのNPO

空き家オーナー

コンペ優勝者
による

出店・展示

住民

観光客
・優勝者を目当てに
   入域

新しい有志
・優勝者に憧れて同じ
   エリアに集まる

地元産業・職人

■「大和郡山の変」

箱本十三町を舞台として 変 （戦い）を起こし、

大和郡山市の " 変 " 革を行う。

大和郡山市で合戦（コンペ）を行うことにより

現代の戦国武将たち（さまざまなクリエイター）

を集結させ勝者には領土（空き家）を与える。

現代は商業の戦国時代である。

溢れる情報は消費者により良いものを追求させ続け

昔ながらの商店は、スーパーや大型ショッピングモー

ルの出現により衰退の一途を辿る。

時代の波にのまれ、失われつつある大和郡山市の

城下町としてのにぎわいを復活させる施策である。

どうしたら
使わせてく
れるかな・・・

ぜひ使わせて
ください！

金魚鉢デザ
インコンペ
やります金ある、

貸さない！
良い提案が
あるなら

出てみたい！

0. 現状 1. オーナーと交渉 2. コンペを主催

市 空き家 有志

賞金ね！ これで改装
するぞ！

後は任せた！

＄

楽しい！ 金魚投票券可愛い！

×20 ×10 ×5

やった！
一番だ！

＄

3. コンペの様子

4. 投票結果 5. 改装

空き家オーナー 住民・観光客

投票権 
　   ×10

お買い上げで投
票権を入手

A

A

B

B

C

C

家賃補助する
価値がある

お客さん
たくさん！

空き家を有効活用
してもらえて
良かった！

＄

６. 出店 7. 繁盛

1km0

大和郡山市

箱本十三町

■有志参加者のメリット
・デザインなどの提案を展示する場を得る

・コンペに優勝することで名声を得る

■住民のメリット
・審査・投票を通してコンペを楽しむことができる

・空き家が減ることでまちの治安が良くなる

■空き家オーナーのメリット
・出店者に空き家を有効活用してもらえる

・新しいかたちとして町家を保存することができる

■地元産業のメリット
・クリエイティブなアイデアを通してブランドを広げる

・出店者とコラボレーションして収益を得る

■大和郡山市のメリット
・競争心を刺激することでクオリティの高い店舗の出店

・町家の保存と同時に新しい観光コンテンツになる

・広範囲におけるにぎわいを生むことができる

駐車場
商店

空き家

0 100m

柳町商店街

現状では空き家がまちに散見される空き家に
コンペ優勝者が入り、自分の店舗として利用する

店舗を目当てに市内外から人が訪れ
賑わいが生まれる

コンペを繰り返すことでまちに店舗が増えていき
賑わいが波及していく

空き家
店舗

市内の人々

市外の人々

コンペ優勝者
SHOP

SHOP

SHOP

SHOP



選考・投票

減塩グルメフェスタ

減塩グルメを作ってその場で提供

対象：MY減塩レシピに自信のある人

募集内容：

奈良県は食塩消費量が全国で最も少ない。
奈良県に眠る減塩レシピの発掘を大和郡山の塩町で行う。

優勝者・レシピ決定

改装された空き家
を安く貸りる

ことが出来る権利

優勝レシピを大和郡山の
お土産として商品化

or

orレストラン開業 商品売上 20％
を受け取る

地図

ビジュアルイメージ

・住民、観光客
・審査員　　　　　
・空き家オーナー

　　
　　

将来像

金魚鉢コンテスト
対象：全国のガラス細工職人

デザイナー
募集内容： 金魚鉢（実物）

展示・販売 優勝者決定

改装された空き家を安く貸りる
ことが出来る権利を獲得

ガラス細工の個人店を開業

ビジュアルイメージ

選考・投票

・住民、観光客
・審査員　　　　　
・空き家オーナー

コワーキングネットワーク

奈良県内のノマドワーカー

コワーキングスペース管理課（新設） ・空き家オーナー
・高齢 1～２人世帯
（部屋が余っている）オーナー

コワーキング
コミュニティー

登録

空きスペースバンク

登録

コワーカー配分

空きスペース紹介

大和郡山市

ノマドワーカー

統率者
管理

空き部屋提供

見守り月額料金
登録料

登録料

家賃

月額料免除

交流による
新たなビジネス

コンペに参加する
クリエイターなど

コワーキングネットワーク

駅前チャレンジショップ

市

駅前の広場の土地（市所有）
チャレンジショッパー

安価でブース貸出

出店

お試し三ヶ月間

売上ノルマ達成

売上ノルマ達成できず

次の三ヶ月のブースを
継続して安価で利用できる

順番待ちの次の人が
出店する権利を得る

お金が貯まれば
自分で店舗を借りて出店
（大和郡山で出店の際は補助を出す）

３ブース

約２万円 /１空きスペース

コワーキングネットワーク

コワーカーの月額料金

登録料
オーナーへ支払う家賃

収入 支出

利益

１万円

５千円
約５万円

1ヶ月

駅前チャレンジショップ

駅前テナント（民間）
テナント料

8 万円 / 月

5千円 / 月 ×３店舗

×２店舗

コンペの投票券１枚

１枚 50 円で買う

商店街

店
客

500 円の買い上げ

コンペ投票

投票券

１コンペにつき 1000 人投票×50 円
五万円

スポンサー

適宜獲得
モデル事務所（ファッションショー）
石材加工機械メーカー
製塩メーカー ・

・
・

50 万～100 万円

商店街

スポンサー
コンペ

コワーキングネットワーク
駅前チャレンジショップ

優勝者による個人店経営

大規模
中規模
小規模

商店街

スポンサー
コンペ

大規模
中規模
小規模

商店街

スポンサー
コンペ 中規模

小規模

商店街

スポンサー
コンペ 中規模

小規模

2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年

-420 万 -420 万-20 万 -20 万

60 万～
408 万

100 万

15 万 15 万

50 万50 万

15 万

100 万

15 万

48 万　　　　　

-520 万

駅の空きスペースの利用

駅
空きスペース
（デッキ上、駅前広場など）

民間業者

テナント貸出 テナント料・管理費

金魚信号 10人以上感知

赤く光る

紺屋町

感知器

誘導

柳町・紺屋町を
歩くまちへ

柳町商店街

before after

柳町商店街

紺屋町

信号が少ないため
通過交通が多い

街

にぎわいの中心

直接車でここに来る
観光客が多い（商店街を歩かない）

衰退
大きな通りであるが
信号が多いため
避けられる

郡山の日本酒を造ろう
奈良県内の日本酒メーカー

募集内容：大和郡山に相応しいお酒（酒瓶含む）

ビジュアルイメージ

選考・投票
・住民、観光客

・審査員　　　　　

優勝メーカーは
旧川本邸を安く貸りる
ことが出来る権利を獲得

試飲会 in 郡山城跡

優勝作品・メーカー決定

優勝メーカーの出店（酒屋・日本酒バー）

優勝作品は
商品化（補助金）

投票

オリジナルデザインの金魚のぼり

対象： 誰でも

募集内容：

・住民、観光客
・審査員　　　　　

金魚のぼり選手権
駐車場や空き地など、
まちのいたるところに展示

表彰
・一般部門
・高校生部門
・ジュニア部門

優勝作品を駅前に展示
毎年増えていく
駅の目玉に

before after

三の丸駐車場

現在の駐輪場 移転後の近鉄郡山駅

広場

現在の近鉄郡山駅

商業施設

ペデストリアンデッキ
1Fをバスターミナル

として利用

現在のバスターミナル

空きスペースの賃貸料・改修費用
（出店する場合） 参加費募集規模

コンペ開催費
（展示・選考など）

大規模 1万円 / 件 全国（約 200 件）

県内（約 100 件）

市内（約 50 件）

5千円 / 件

2千円 / 件

改修費用 500 万円（空き家一軒）
賃貸料補助 10 万円 / 月（五年契約）

改修費用 50 万円（空き部屋）
賃貸料補助 2万円 / 月（二年契約）

0円0円 0%

　　　　　　5%
（利益が 20 万円以下の場合 0%）

                       10%
（利益が 50 万円以下の場合 0%）

100 万円 / 月

50 万円 / 月20 万円

100 万円

10 万円

中規模

小規模

支出 収入

募集範囲 利益徴収想定利益 例

金魚鉢コンテスト
藍染め×デザイナー

郡山の日本酒を造ろう
石屋×クリエイター

金魚のぼり選手権　
減塩グルメフェスタ

近鉄郡山駅の移設・高架化が計画されている。
それを踏まえて新駅の橋上駅化、デッキの設置、旧バスターミナルの駅前広場化を提案する。
新駅前広場には屋根を設置し、人々の快適な滞留空間とする。民間テナントやチャレンジショップ
の誘致により、大和郡山市のメインとなるにぎわいを生み出し、商店街へ波及させる。

合戦提案
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石屋×クリエイター

新しい駅の顔となる
石のオブジェのデザイン

対象：プロダクトデザイナーなど

募集内容：
選考・投票

・地元の石材店
・住民、観光客
・審査員　　　　　

：柳町
：紺屋町
：豆腐町
　・
・
・
・

次年度から箱本十三町
それぞれの町をテーマにした
オブジェのデザインを毎年度募集

優勝作品決定

地元の石材店の技術により具現化
駅のオブジェとして展示

優勝者は
改装された空き家を安く貸りる
ことが出来る権利を獲得

個人店開業
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地図凡例
:空き家

：空き地

：空き家では無いが活用できる歴史的建造物

：商業施設

：飲食店 ：寺社

：駅

：緑地

：水辺

交通問題
駅の移設

空き家空き地の活用

コンペの規模と費用
コンペ費用の捻出

事業スキーム（4年で回収）

コンペの事業が一通り行われクリエイターなどによるにぎわいがでてきた時期に、その魅力を武器に
ノマドワーカーの誘致を行う。空き家、空き部屋をコワーキングスペースとすることで、大和郡山を奈良県内の
ノマドワーカーが集う場所とする。空き部屋を使う場合は高齢 1～２人世帯の見守りも兼ねることが出来る。

駅前チャレンジショップでは、１ヶ月 5千円という格安で駅前広場のブースを借りることができる。
三ヶ月間を１クールとし、大体１年で４クール回す予定である。売上ノルマを設定し、それに達すると
次の三ヶ月間も借りることが出来る。個人店の出店資金が貯まった時に、駅前商店街に出店すると
更に補助がもらえる。ノルマに達しないと順番待ちの出店者に出店権が移る。

橋上駅から出るデッキの両側と駅前広場で民間テナントを募集する。
そのことにより本来は市の負担であるデッキや駅前広場の管理費を
民間から徴収することができる。

コンペを行う際にはコンペの開催費だけでなく、勝者の個人店開業に伴う空き家の改修費用や
家賃補助費用など多くの出費がある。参加費を徴収するだけではまかなえないため、次の４つの
費用捻出手段を考えた。

コワーキングネットワークでは、コワーカーと空きスペースオーナーからの登録料、
さらにコワーカーから徴収する月額料金によって利益を出す。スペースのメンテナンス
などはオーナー持ちである。
１スペースに７人が入るとして、１人は統率者補助により月額料免除であるから、
大体２万円 /月の利益が出る予定である。

市

駅前の土地では民間テナントとチャレンジショップが入るため
家賃収入が見込まれる。

コンペを行う際に大規模や中規模のものであればスポンサーを得られる可能性がある。
例えば藍染め×デザイナーコンペではファッションショーが話題になるとするとモデル
事務所から、減塩グルメフェスタでは使用する塩の製塩メーカーから得られると考えられる。

コンペの投票権は駅前の商店街で買物をすることにより得られるとする。
まず店側が市から投票券を一枚 50 円で好きなだけ買い、客が 500 円以上
買い上げるごとに一枚渡すとする。そうすることによりコンペによって
商店街の売上アップにつながり、さらに得られる店の利益の 10％を
徴収することができる。

コンペの規模は、募集範囲と
勝者に対してどれほどの賞与を出すか
を踏まえて分類した。

大規模なコンペは費用がかかるため
二年に一回、小中規模のものは年一回
を目標としている。

コンペによる空き家などの改修費は高いが、費用の捻出を述べた４つの仕組みで行うことで４年間で回収できる。
にぎわいの波及、コワーキングスペースの拡大により、４年以降は更なる利益が期待できる。

改装された空き家を安く貸りる
ことが出来る権利を獲得

ビジュアルイメージ

選考・投票
・住民、観光客
・審査員　　　　　

藍染め×デザイナー

藍染めを使った服や雑貨

対象：デザイナー
染め物職人

募集内容：

き
る

集まった作品で
ファッションショー開催

・空き家オーナー

優勝者決定

自らのファッション
ブランド店
立ち上げ

この通りで開催


